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【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
金属アゾ顔料であって、以下の成分：
ａ）金属のタイプにおいて少なくとも異なる、少なくとも３種の金属アゾ化合物であって
、それぞれが、
　・式（Ｉ）：
【化１】

（式中、
Ｒ１およびＲ２はそれぞれ独立して、ＯＨ、ＮＨ２またはＮＨＲ５であり、
Ｒ３およびＲ４はそれぞれ独立して、＝Ｏまたは＝ＮＲ５であり、
Ｒ５は、水素またはアルキルである）
の構造単位またはその互変異性体、および
　・Ｎｉ２＋およびＺｎ２＋イオン、ならびに少なくとも１種のさらなる金属イオンＭｅ
（ここで、
Ｍｅは、Ｃｕ２＋、Ａｌ３＋、Ｆｅ２＋、Ｆｅ３＋、Ｃｏ２＋、およびＣｏ３＋の群から
選択される二価または三価の金属イオンであり、
ただし、それぞれの場合において、Ｚｎ２＋およびＮｉ２＋イオンを合わせた量が７０％
～９５％未満であり、かつ、金属イオンＭｅの量が５％超～３０％であり、
　ここでこれらの金属イオンの量は、以下の式：（その金属イオンのモル量にその金属イ
オンの価数を乗じた値）÷（Ｎｉ２＋、Ｚｎ２＋、及びＭｅの全ての金属イオンについて
、前記の金属イオンのモル量にその金属イオンの価数を乗じた値を合計した値）によって
得られる値に基づく、金属アゾ顔料中に含まれる全ての金属イオンの値の合計を１００％
として計算される量であり、
　ここで、前記金属アゾ顔料中におけるＺｎ２＋イオン対Ｎｉ２＋イオンの量の比が９２
：５～５：９２である）
を含む、少なくとも３種の金属アゾ化合物と、
ｂ）式（ＩＩ）：

【化２】

（式中、
Ｒ６は、水素またはアルキル（アルキルは任意選択により、ＯＨによって一置換または多
置換されていてもよい）である）
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の少なくとも１種の化合物と
を含むことを特徴とする、金属アゾ顔料。
【請求項２】
成分ａ）および成分ｂ）がアダクトの形態で共に存在していることを特徴とする、請求項
１に記載の金属アゾ顔料。
【請求項３】
式（Ｉ）において、
Ｒ１およびＲ２がＯＨであり、かつ
Ｒ３およびＲ４が＝Ｏであり、および
式（ＩＩ）において、
Ｒ６が水素であることを特徴とする、請求項１または２に記載の金属アゾ顔料。
【請求項４】
前記式（Ｉ）の構造単位１モルあたり０．０５～４モルの前記式（ＩＩ）の化合物が存在
することを特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載の金属アゾ顔料。
【請求項５】
５０～２００ｍ２／ｇの比表面積を有することを特徴とする、請求項１～４のいずれか一
項に記載の金属アゾ顔料。
【請求項６】
請求項１～５のいずれか一項に記載の金属アゾ顔料を製造するためのプロセスであって、
式（ＩＩＩ）：
【化３】

（式中、
Ｘは、アルカリ金属イオンであり、
Ｒ１およびＲ２はそれぞれ独立して、ＯＨ、ＮＨ２またはＮＨＲ５であり、
Ｒ３およびＲ４はそれぞれ独立して、＝Ｏまたは＝ＮＲ５であり、かつ
Ｒ５は、水素またはアルキルである）
の化合物またはそれらの互変異性体が、式（ＩＩ）：

【化４】

（式中、
Ｒ６は、水素またはアルキル（アルキルは任意選択により、ＯＨによって一置換または多



(4) JP 2017-197719 A5 2018.9.27

置換されていてもよい）である）
の少なくとも１種の化合物の存在下で、少なくとも１種のニッケル塩および少なくとも１
種の亜鉛塩、ならびにＣｕ２＋、Ａｌ３＋、Ｆｅ２＋、Ｆｅ３＋、Ｃｏ２＋、およびＣｏ
３＋の塩の群からの少なくとも１種のさらなる金属塩と同時または順次に反応させられ、
ここで、前記式（ＩＩＩ）の化合物１モルあたり、０．０５～０．９モルの少なくとも１
種のニッケル塩、０．０５～０．９モルの少なくとも１種の亜鉛塩、および０．０５～０
．３モルの前記群からの少なくとも１種の金属塩が使用され、かつ、前記金属塩のすべて
のモル量を合計したものが１００モル％であることを特徴とする、プロセス。
【請求項７】
請求項１～５のいずれか一項に記載の少なくとも１種の金属アゾ顔料と、少なくとも１種
の助剤および／または添加剤とを含み、任意選択的に少なくとも１種のさらなる顔料を含
んでいてよい、顔料調製物。
【請求項８】
さらなる顔料として、Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン３６、および／または、Ｃ．Ｉ．ピグ
メントグリーン５８を含むことを特徴とする、請求項７に記載の顔料調製物。
【請求項９】
請求項１～５のいずれか一項に記載の少なくとも１種の金属アゾ顔料が、
　少なくとも１種の助剤および／または添加剤、および
　任意選択的に少なくとも１種のさらなる顔料
と共に混合または摩砕されることを特徴とする、請求項７または８に記載の顔料調製物を
製造するためのプロセス。
【請求項１０】
顔料調製物を製造するための、請求項１～５のいずれか一項に記載の金属アゾ顔料の使用
。
【請求項１１】
インクジェットインク、液晶ディスプレイのためのカラーフィルター、印刷インク、水性
塗料またはエマルションペイントを着色するための、
　合成、半合成または天然の高分子物質をバルク着色するための、
　天然、再生または合成繊維を原液染色するための、または
　織物および紙を捺染するための、請求項１～５のいずれか一項に記載の金属アゾ顔料ま
たは請求項７もしくは８に記載の顔料調製物の使用。
【請求項１２】
請求項１～５のいずれか一項に記載の少なくとも１種の金属アゾ顔料、または請求項７も
しくは８に記載の顔料調製物を含む、カラーフィルター、フォトレジスト、印刷インク、
または液晶ディスプレイ。
【請求項１３】
請求項１～５のいずれか一項に記載の少なくとも１種の金属アゾ顔料または請求項７もし
くは８に記載の顔料調製物と、１種または複数の光硬化性モノマーと、１種または複数の
反応性光重合開始剤とを含み、任意選択的に１種または複数のバインダーまたは分散剤お
よび／もしくは溶媒を含んでいてよい、フォトレジスト。
【請求項１４】
液晶ディスプレイのためのカラーフィルターを製造するためのプロセスであって、仕上げ
られた着色カラーフィルターを得るために、ａ）基材に対して請求項１３に記載のフォト
レジストを適用する工程、ｂ）フォトマスクにより露光する工程、ｃ）硬化する工程、お
よびｄ）現像する工程を含む、プロセス。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００１１】
　したがって、本発明は、金属アゾ顔料であって、以下の成分：
ａ）金属のタイプにおいて少なくとも異なる、少なくとも３種の金属アゾ化合物であって
、それぞれが、
　・式（Ｉ）：
【化１】

（式中、
Ｒ１およびＲ２はそれぞれ独立して、ＯＨ、ＮＨ２またはＮＨＲ５であり、
Ｒ３およびＲ４はそれぞれ独立して、＝Ｏまたは＝ＮＲ５であり、
Ｒ５は、水素またはアルキル、好ましくはＣ１～Ｃ４－アルキルである）
の構造単位またはその互変異性体、および
　・Ｎｉ２＋およびＺｎ２＋イオン、ならびに少なくとも１種のさらなる金属イオンＭｅ
（ここで、
Ｍｅは、Ｃｕ２＋、Ａｌ３＋、Ｆｅ２＋、Ｆｅ３＋、Ｃｏ２＋、およびＣｏ３＋の群から
選択される二価または三価の金属イオンであり、
ただし、それぞれの場合において、Ｚｎ２＋およびＮｉ２＋イオンを合わせた量が７０～
９５％であり、かつ、金属イオンＭｅの量が５～３０％であり、好ましくは、Ｚｎ２＋お
よびＮｉ２＋イオンを合わせた量が７０％～９５％未満であり、かつ、金属イオンＭｅの
量が５％超～３０％であり、
　ここでこれらの金属イオンの量は、以下の式：（その金属イオンのモル量にその金属イ
オンの価数を乗じた値）÷（Ｎｉ２＋、Ｚｎ２＋、及びＭｅの全ての金属イオンについて
、前記の金属イオンのモル量にその金属イオンの価数を乗じた値を合計した値）によって
得られる値に基づく、金属アゾ顔料中に含まれる全ての金属イオンの値の合計を１００％
として計算される量であり、
　ここで、金属アゾ顔料中におけるＺｎ２＋イオン対Ｎｉ２＋イオンの量の比が９２：５
～５：９２、好ましくは７０：１０～１０：７０、より好ましくは６０：２５～２５：６
０である）
を含む、少なくとも３種の金属アゾ化合物と、
ｂ）式（ＩＩ）：
【化２】
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（式中、
Ｒ６は、水素またはアルキル、好ましくは任意選択的にＯＨによって一置換または多置換
されていてよいＣ１～Ｃ４－アルキルである）
の少なくとも１種の化合物と
を含むことを特徴とする、金属アゾ顔料に関する。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１６】
　金属アゾ顔料中に存在するすべての金属イオンの合計量を基準にして、一般的にはＺｎ
２＋およびＮｉ２＋イオンを合わせた量が７０～９５％であり、かつ金属イオンＭｅの量
が５～３０％であり；好ましくは、Ｚｎ２＋およびＮｉ２＋イオンを合わせた量が７０％
～９５％未満であり、かつ金属イオンＭｅの量が５％超～３０％であり；より好ましくは
、Ｚｎ２＋およびＮｉ２＋イオンを合わせた量が７０～９４％であり、かつ金属イオンＭ
ｅの量が６～３０％であり；極めて好ましくは、Ｚｎ２＋およびＮｉ２＋イオンを合わせ
た量が７５～９０％であり、かつ金属イオンＭｅの量が１０～２５％であり；特に、Ｚｎ
２＋およびＮｉ２＋イオンを合わせた量が８０～８５％であり、かつ金属イオンＭｅの量
が１５～２０％である。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３４】
　好ましいのは、
ａ）金属のタイプにおいて少なくとも異なる、少なくとも３種の金属アゾ化合物であって
、それぞれが先に特定された式（Ｉ）
（ここで、Ｒ１およびＲ２はＯＨであり、かつ
Ｒ３およびＲ４は＝Ｏである）
の構造単位、および
Ｎｉ２＋および／またはＺｎ２＋イオン、ならびに少なくとも１種のさらなる金属イオン
Ｍｅ
（ここで、
Ｍｅは、Ｃｕ２＋、Ａｌ３＋、Ｆｅ２＋、Ｆｅ３＋、Ｃｏ２＋、およびＣｏ３＋の群から
選択される二価または三価の金属イオンであり、
ただし、それぞれの場合において金属アゾ顔料中のすべての金属イオンの合計量を基準に
して、Ｚｎ２＋およびＮｉ２＋イオンを合わせた量が７０～９５％であり、かつ金属イオ
ンＭｅの量が５～３０％であり；好ましくは、Ｚｎ２＋およびＮｉ２＋イオンを合わせた
量が７０％～９５％未満であり、かつ金属イオンＭｅの量が５％超～３０％であり；より
好ましくは、Ｚｎ２＋およびＮｉ２＋イオンを合わせた量が７０～９４％であり、かつ金
属イオンＭｅの量が６～３０％であり；好ましくは、Ｚｎ２＋およびＮｉ２＋イオンを合
わせた量が７５～９０％であり、かつ金属イオンＭｅの量が１０～２５％であり；特に、
Ｚｎ２＋およびＮｉ２＋イオンを合わせた量が８０～８５％であり、かつ金属イオンＭｅ
の量が１５～２０％であり、
　　ここでこれらの金属イオンの量は、以下の式：（その金属イオンのモル量にその金属
イオンの価数を乗じた値）÷（Ｎｉ２＋、Ｚｎ２＋、及びＭｅの全ての金属イオンについ
て、前記の金属イオンのモル量にその金属イオンの価数を乗じた値を合計した値）によっ
て得られる値に基づく、金属アゾ顔料中に含まれる全ての金属イオンの値の合計を１００



(7) JP 2017-197719 A5 2018.9.27

％として計算される量であり、
　ここで、金属アゾ顔料中におけるＺｎ２＋イオン対Ｎｉ２＋イオンの量の比が９２：５
～５：９２、好ましくは７０：１０～１０：７０、より好ましくは６０：２５～２５：６
０である）
を含む、少なくとも３種の金属アゾ化合物と、
ｂ）先に特定された式（ＩＩ）
（ここで、Ｒ６は水素である）
の少なくとも１種の化合物と
のアダクトを含む、金属アゾ顔料である。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３５】
　特に好ましいのは、
ａ）金属のタイプにおいて少なくとも異なる、少なくとも３種の金属アゾ化合物であって
、それぞれが先に特定された式（Ｉ）
（ここで、Ｒ１およびＲ２はＯＨであり、かつ
Ｒ３およびＲ４は＝Ｏである）
の構造単位、および
Ｎｉ２＋および／またはＺｎ２＋イオン、ならびに少なくとも１種のさらなる金属イオン
Ｍｅ
（ここで、
Ｍｅは、Ｃｕ２＋、Ａｌ３＋、Ｆｅ２＋、Ｆｅ３＋、Ｃｏ２＋、およびＣｏ３＋の群から
選択される二価または三価の金属イオンであり、
ただし、それぞれの場合において金属アゾ顔料中にすべての金属イオンの合計量を基準に
して，Ｚｎ２＋およびＮｉ２＋イオンを合わせた量が７０～９５％であり、かつ金属イオ
ンＭｅの量が５～３０％であり、好ましくは、Ｚｎ２＋およびＮｉ２＋イオンを合わせた
量が７０％～９５％未満であり、かつ金属イオンＭｅの量が５％超～３０％であり；より
好ましくは、Ｚｎ２＋およびＮｉ２＋イオンを合わせた量が７０～９４％であり、かつ金
属イオンＭｅの量が６～３０％であり；好ましくは、Ｚｎ２＋およびＮｉ２＋イオンを合
わせた量が７５～９０％であり、かつ金属イオンＭｅの量が１０～２５％であり；特に、
Ｚｎ２＋およびＮｉ２＋イオンを合わせた量が８０～８５％であり、かつ金属イオンＭｅ
の量が１５～２０％であり、
ここで、金属アゾ顔料中におけるＺｎ２＋イオン対Ｎｉ２＋イオンの量の比が９２：５～
５：９２、好ましくは７０：１０～１０：７０、より好ましくは６０：２５～２５：６０
である）
を含む、少なくとも３種の金属アゾ化合物と、
ｂ）先に特定された式（ＩＩ）
（ここで、Ｒ６は水素である）
の少なくとも１種の化合物と
のアダクトを含む、金属アゾ顔料である。
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